



































































1920 年 3 月に刊行された『軍用トランクの底 Fond de Cantine』に収録
されている。「飛行機がひとつの徴を描きだす Avion trace un signe」と
いう一節から始まる飛行機の撃墜を主題とした詩「落下 Chute」が巻頭
に置かれたこの詩集は 1915 年から 1919 年にかけて書かれた 24 編の詩
を集めた四部構成となっている。従来の戦争詩に混じって「無線 TSF」




















































Il bat au cœur du monde 世界の中心で鳴り響くは
le tambour de ces nègres このニグロたちの太鼓の音
Leur bouche blanche écume 彼らは真っ白い口角に泡を飛ばす
de nos rires irascibles 私と彼らがあげる怒りっぽい笑いによって
La douleur des secteurs silencieux 静まりかえった防衛区域にいる苦痛は
Se délivre ce soir 今夜解放される
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dans les signes tortionnaires 責苦の徴のうちに
que griffonnent en noir それを真っ黒に殴り描きするのは
ces pantins この操り人形たち
Hourra entrez messures やあ、いらっしゃい紳士のみなさん
dans la terre et les cieux 地の中そして天国へ
Les obus vous font place 砲弾があなた方のいた場所に取って代わる
Une Parade 反撃が
tonne 響き渡る
sur un continent 大陸のうえに
craquant 乾いた音を立てて
Leur pleur soldat russe ravagea leur empire
Eau pure et corrosive qui descelle un serment
ロシア人兵士たちの涙が彼らの帝国を荒廃させる
誓いを反故する腐食性の純水
Voici la plus grande guerre du monde
Recrutons les peuples à la ronde
ほらこれがこの世界でいちばん大きな戦争だ
順繰りに各国の民たちを徴兵していこう
La terre pavoisée de journaux 大地を飾り立てているのはいくつもの新聞
titrés de ses monts et ses vaux 四方八方から集められた見出しをつけて
vire sous le gros œil 色調がさっと変わる、大きく眼を見開いて
qui lit notre gloire9）  われわれの勝利を読んでいる最中に
戦争中アメリカ軍の通訳になるための研修を受けていたドリュは
1918 年 7 月 23 日付のコレット・ジェラメック宛の書簡では、「黒人オー
ケストラ orchestre nègre」といった類の詩をさらに 2 編書いたと述べ
ている10）。この書簡集の注釈を行ったジュリアン・エルヴィエはそれが
上に引用した「ジャズ」という詩のことではないかと推測している11）。
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の撤退とアメリカの参戦という史実である。1917 年の 10 月革命を発端




戦 し た ア メ リ カ は「 ア メ リ カ 派 遣 軍 AEF: American Expeditionary 
Forces」を結成し、毎月 25 万人という大量の兵をフランスへ送り込み、




















少なくとも、この詩「ジャズ」の決定稿には、1918 年 7 月の時点で
は分かりえなかった史実が挿入されている。つまり、最終ストローフに
挿入された表現、新聞に書き込まれているという「われわれの勝利」で








のは 1917 年 12 月とされているが、それについて書かれたジャン・コク
トーの記事（1919 年 8 月）をはじめ、当時刊行されていた新聞などに
目を通す限り、一般的な用語として流通し始めるのが 1919 年頃である。
























































1917 年であり24）、この年の 2 月 26 日に初めてジャズがレコードに吹き






























ジノ・ド・パリで 1917 年 12 月 10 日から翌年 3 月初旬まで演目に入っ




Murray Pilcer’s American Sherbo Sextette」を従え、後の「ルヴュ・
ネーグル」の芸術アドバイザーとなるジャック＝シャルルの演出による
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同じくして 17 年の 12 月末に、アフリカ系アメリカ人ドラマーのルイ
ス・A・ミッチェルが、シャンゼリゼのマリニー劇場で行われたスペク
タクルにおいて「ジャズ・キングス」という楽団を率いて演奏し、その






























AEF」の中には第 92 歩兵師団や第 93 歩兵師団というアフリカ系アメリ
カ人のみで構成された軍隊も含まれていた。そして、その中には第 350
野戦砲兵隊に属するティム・ブライムに率いられた「70 人の黒い悪魔







隊とともに 1917 年 12 月 27 日ブレストに到着すると、翌 18 年 2 月 12
日から 3 月 29 日までフランスの 25 都市を演奏して周り、6 月に西部戦
線に配置されることになる。このことから、ドリュが後に「ジャズ」と








































先述の「ジャズ・バンド」を擁する第 369 歩兵連隊は、一時第 93 歩兵
師団に所属していたが、フランス第 4 軍指揮下に編入される。彼らはフ
ランス第 4 軍とともに 1918 年 9 月 26 日アルゴンヌの森での戦いに備え
て張られた布陣に投入されることになる。一方ドリュが所属していたア





















































































































かのように41）、同年 11 月末から 12 月初旬にかけて、パリで発行された
新聞紙上を「パリ反ジャズ・バンド同盟 Ligue Parisienne contre Jazz 
Band」なる集団についての記事が賑わすことになる。発端は 1919 年 11
月 31 日付『ジュルナル・デ・デバ』紙に、「過度の黒人の音楽に辟易す
るパリジャンとパリジェンヌ de Parisiens et de Parisiennes, exaspérés 
par l’excès de la musique nègre」によって、反ジャズ・バンド同盟な
るものが最近結成されたとまことしやかに報告する無記名の記事であ
る42）。このグループは、「ジャズ」と呼ばれる「けたたましい騒音と度
を越した不協和音 ses bruits intempesitifs et sa cacophonie à outrance」
に反対し、「ハーモニーを取り戻す rétablir un peu d’harmonie」ことを
目的にしているという。西洋音楽とアフロ＝アフリカ系音楽とのこう
いった差異については今日でも耳にする言説ではあるが、この記事で興











yoko02_yosizawa.indd   32 2013/05/29   11:41:42
（33）
『ランテルヌ』紙や45）、12 月 2 日付の『ゴロワ』紙に46）、相次いで紹介
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